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〈特集：日仏演劇協会創立 60周年〉 

 

日仏演劇協会 第 III 期（1991 年～現在） 

 

 

 1960 年、ルノー＝バロー劇団の初来日をきっかけに、来日するフランス演劇関係者を迎え入れる組織

として設立された日仏演劇協会は、会員相互の交流の場としても発展していきました1。「協会 Société」

という組織が、理想や関心を共有する複数の個人の参加からなり立つものである以上、その長い歴史には、

アクティブな時期もあれば停滞期もありました。日本におけるフランス演劇の位置づけの変化や、大学に

おける研究環境の変化といった社会的な潮流に左右されながらも、様々な方のご尽力によって常に再興を

果たしてきたのです。そうして協会は、その浮き沈みも含めて、数世代に渡る交流と継承の場として機能

してきました。 

転換期にある協会の今後の運営を会員の皆さまと考えていくためにも、ここ 30 年の協会の足跡を、役

員および実行委員の活動を中心に振り返ってみたいと思います。 

 

1990 年代：活動の停滞、ジャン＝ルイ・バロー仏側会長の逝去 

 

 齋藤公一氏は、会報第 1 期（1984～1991 年）が途切れ、会報第 2 期として復刊（2008 年～）するまで

の十数年間、総会を含み主だった活動は行われなくなり、会員数も減少、「存亡の危機」に陥ったと、前

号の回想で述べています2。1989 年度の協会の決算報告書によれば、会費収入は 21 万 9 千円、会報は春

秋 2 号、各 300 部印刷したと報告されており、当時は現在の 2 倍以上の予算で運営されていました。 

編集代表の佐伯隆幸氏が事務局長に就任した 2004 年度以降の活動は、会報復刊第 1 号（2008 年）に記

録されています。停滞期とされる 1990 年代の活動の詳細は不明ですが、創立より仏側会長を努められた

ジャン＝ルイ・バロー氏を巡るいくつかの出来事がありました。 

1993 年 4 月、当時 82 歳のバロー氏は、「日仏演劇協会の仏側会長として演劇交流に寄与した功績によ

り」、日本政府より勲三等旭日中綬章を授与されました3。翌 1994 年 1 月 22 日、バロー氏はパリで逝去さ

れます。同年 2 月、東京日仏学院ホールにてバロー氏追悼のイベントが、同学院主催・日仏演劇協会協賛

で開催されています。この時 1977 年の記録映像「観世寿夫、バロー〈立会い〉」が、渡邊守章氏の紹介付

 
1 創立から 1990 年頃までの協会の足跡は、復刊 9 号（2021 年）、復刊 10 号（2022 年）に詳しくまとめています。会

報のバックナンバーは協会の公式ホームページ（https://sfjth.mystrikingly.com/）で御覧いただけます。 

2 齋藤公一「日仏演劇協会を回想する（1976～）」『日仏演劇協会会報 復刊 10 号』、2022 年、15～16 頁。 

3 『朝日新聞』1993 年 4 月 29 日、1994 年 1 月 23 日。バロー氏は 1969 年に、日本の伝統芸能をフランスに紹介した

功績で、勲三等瑞宝章を受けています。 
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で初めて一般公開されました。当時の新聞記事によれば、「なかば内輪の会だったが、集まったバローフ

ァンは約二百人。通路や平土間をぎっしり埋めて」いたと報告されています4。 

故・渡邊守章名誉会長は、1986 年のパリに於ける『フェードル』日本語上演（シャイヨー劇場）以降、

ご自身が関わる国内外での日仏関連公演で協会の名を使用し、協会の知名度の向上に貢献してくださいま

した。回想で渡邊氏は、2011 年 3 月に春秋座（京都造形芸術大学内京都芸術劇場）で開催した「ジャ

ン・ジュネ生誕 100 年記念シンポジウム」に触れ、「本協会が企画主体となって催す国際シンポジウムの

ようなことが出来なかったのは、協会の事務機構のやむを得ぬ不備から、拠点大学ともいうべきものがな

く、従って文科省の助成金申請といった場には踏み込めなかったことにもよるのだ」と、組織のあり方や

財源の問題を指摘しています5。 

2004 年 10 月に協会が主催したアンヌ・ユベルスフェルト氏（パリ第 3 大学演劇研究科名誉教授）の講

演会「コルテス、その才能の諸地平」（於 : 日仏会館）も、協会再興への刺激になったのでしょう。『会報』

復刊 1 号（2008）・2 号（2010）に佐藤康氏による講演の翻訳文が掲載されています。 

 

『日仏演劇協会会報』の復刊 

 

 会報の復刊は、2008 年 12 月 12 日に実現しました。各号の方針は、編集代表の佐伯事務局長を中心と

する十人弱の会員代表からなる実行委員会で決定され、まずは第 1 期にならって年 2 回の発行を目指しま

す。A4 版数十ページの体裁で、七月堂に校正および印刷を委託、200 部ほどを刷って各会員に郵送しま

した。しかし実行委員もそれぞれ忙しく、また、翻訳プロジェクト「コレクション現代フランス語圏演劇」

が始まる中、復刊 2 号は 2010 年 11 月、復刊 3 号は 2012 年 11 月と出版が遅れます。復刊 3 号からはほ

ぼ年に 1 度のペースに落ち着きます。復刊 6 号（2016 年）からは齋藤公一氏が編集代表を務め、復刊 8

号（2020 年）は堀切克洋氏、復刊 9 号（2021 年）以降は北原がその任を引き継いでいます。 

 年に一度の総会も、2004 年 12 月に渡邊守章氏の講演会「現代におけるフランス演劇の地平」（於 : 学

習院大学）と共に開催されています。主催の講演会に合せて総会を開催するスタイルは現在も続いており、

会報の発行も総会に合せるようになりました。 

 復刊 2 号以降の巻末に付されている「フランス語圏舞台芸術・文献目録」は、第 1 期会報の「書物・雑

誌・論文紹介」を引き継ぐものです。インターネットを使用することでより網羅的なものとなり、頁数も

増え、会報の大きな部分を占めるようになりました。こうした情報収集の実践力として、また持続的な協

会運営のために、大学院生を含む若い研究者が 2009 年から積極的に実行委員会に迎えられています。 

 紙媒体での会報の出版は、その創刊から協会予算の大部分を占めていました。会員数の減少、また、イ

ベントの活発化や会報内容の充実と共に外部の方への謝金が増え、会計収支バランスの不均衡が 2017 年

の総会で問題になります。その解決策として、復刊 9 号より紙媒体での出版を停止し、PDF 形式でのデ

ジタル出版のみとなりました（メール添付形式にて会員に送付、協会公式ホームページにて Web 公開）。

 
4「バロー追悼 日本の理解者が“至福”再現」『朝日新聞』1994 年 3 月 1 日 

5 渡邊守章「日仏演劇協会の古い話――というか来しかた行く末」『日仏演劇協会会報 復刊 4 号』、2013 年、5 頁。 
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こうして、印刷にかかる経費、在庫管理の問題は解消され、コンテンツの大幅な増加が可能となり、一般

公開により協会の認知度も高まりました。一方で、数十年、百年先の保存の問題（例えば協会が解散しホ

ームページが消滅した場合など）が新たに持ち上がっています。国会図書館、早稲田大学演劇博物館、日

仏会館図書室、フランス国立図書館への全号納本活動に関しては、79 頁の報告欄に記しています。 

 

〈総会と合せて行われた講演会一覧〉 

2004 年度 講演会「現代におけるフランス演劇の地平」（学習院大学）：渡邊守章氏 

2005 年度 講演会「クローデル没後 50 年 : 研究・ 翻訳・公演」（日仏会館）：渡邊守章氏 

2006 年度 講演会「ヨーロッパとアジア 現代演劇における出会い」（学習院大学、早稲田大学 21 世紀 COE 演劇研

究センター共催）：ベアトリス・ピコン＝ヴァラン氏 

2007 年度 シンポジウム「ドイツ語圏／フランス語圏の今日の演劇」（早稲田大学）：谷川道子氏、新野守広氏、平田

栄一朗氏、佐伯隆幸氏、モデレーター : 佐藤康氏 

2008 年度 講演会「ロスタン『シラノ』新訳を終えて 日本に於けるフランス演劇の受容の一局面」（日仏会館）：渡

邊守章氏 

2009 年度 ターブル・ロンド「劇的想像力の再生は可能か : 《イリュージョン・コミック》をめぐって」（専修大

学）：パネラー : 鵜山仁氏、横山義志氏、モデラトリス : 八木雅子氏 

2010 年度 講演会「十七世紀演劇研究の現在」（日仏会館）：伊藤洋氏 

2011 年度 シンポジウム「フランス 17 世紀演劇の多様性 : 『事典』作成をめぐって」（日仏会館）：伊藤洋氏、冨田高

嗣氏、戸口民也氏、千川哲生氏、鈴木美穂氏、野池恵子氏、オディール・デュスッド氏 

2012 年度 講演会「筋肉工房『女中たち』上演の軌跡」（日仏会館）：岡本章氏 

2013 年度 講演会「19 世紀演劇「ミュッセの詩学」 : 生誕 200 年記念国際シンポジウムを中心にミュッセ断想」（日

仏会館）：鹿瀬颯枝氏 

2014 年度 シンポジウム「20 世紀の演出家の世紀 : パトリス・シェロー追悼」（日仏会館）：渡邊守章氏、佐藤信氏、

坂原眞里氏 

2015 年度 報告会「2015 年のアヴィニョン演劇祭概観 : 今シーズンのフランス演劇の注目作品をめぐって」（専修大

学）：横山義志氏、聞き手 : 片山幹生氏 

2016 年度 講演会「エメ・セゼールの演劇言語」（専修大学）：立花英裕氏 

2017 年度 講演会「フランス詩の研究者が戯曲を翻訳するとき」（専修大学）：岩切正一郎氏 

2018 年度 講演会「「何やってもダメ」な身体を翻訳する : 『新訳ベケット戯曲全集』をめぐって」（専修大学）：岡室

美奈子氏 

2019 年度 （総会開催なし） 

2020 年度 講演会「日本におけるメーテルリンクの受容 : 森鷗外と秋田雨雀の戯曲から考察する「諦念」」（オンライ

ン開催）：穴澤万里子氏、座談会：穴澤万氏、横山義志氏、片山幹生氏 

2021 年度 講演会「日仏演劇交流の半世紀を振り返る : 日仏演劇協会創立（1960 年）から現在まで」（オンライン開

催）：伊藤洋氏、司会 : 北原まり子 

2022 年度 講演会「日本におけるモリエール」（明治学院大学、オンライン併用）：秋山伸子氏 
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東京日仏学院共催「日仏演劇セミナー」 

 

 2005 年 9 月から 2006 年 1 月にかけて全 5 回、佐藤康氏、佐伯隆幸氏が講師をつとめる「日仏演劇セミ

ナー Vol. 1」が、東京日仏学院（現アンスティチュ・フランセ東京）との共催で、同学院にて開催されま

した。会報に掲載された報告によれば、第 1 回は「空白の 30 年」と題して、「70 年代初めまで続いてい

た、日本でのフランス現代演劇作品の、ほぼリアルタイムな上演が断ち切られてしまった事態を検証し、

その背景を考察」し、以降は、「実験リーディング」として、ラガルス作『他人の場所』、アザマ作『隔

室』、ルノード作『遺灰とちょうちん』、コルテス作『西埠頭』を個別に取上げています。 

 翌年度は、5 月から 11 月にかけ、再び両会員を講師とする「日仏演劇セミナー Vol. 2」（於：東京日仏

学院）が開かれ、全 5 回を通じて「ベルナール＝マリ・コルテスの世界」が取上げられました。 

 2007 年度は、新国立劇場演劇研修所の協力を得て、佐藤氏を講師に、「同時代演劇への招待１ : ミシェ

ル・ヴィナヴェール『テレビ番組』をめぐって」（6 月）、「同時代演劇への招待２：ベルナール＝マリ・

コルテス『ハムレットの物語の殺人の日』」（11 月）を開催。各回のリーディングはそれぞれ、鵜山仁氏

演出（新国立劇場演劇研修生出演）、佐藤氏演出・西樹里氏翻訳（谷川奈保子氏、中川ゆかり氏、三輪冬

子氏、渡会未帆氏出演）で行われました。 

 2008 年度も引き続き佐藤氏が講師を務める 7 月の「同時代演劇への招待 : エリ・プレスマン『ドン！』」

でのリーディング（平田朝音氏演出、大嶋守立氏、林勇輔氏出演）、そして山上優氏による講演「ヨーロ

ッパ・クラウンの今」（12 月）が東京日仏学院で行われました。 

 

日仏演劇協会編「コレクション現代フランス語圏演劇」（れんが書房新社） 

 

 2009 年秋、就任して 1 年ほどのロベール・ラコンブ東京日仏学院長より佐伯事務局長に、「現存のフラ

ンス作家の戯曲集を日仏学院の財政援助で出したい」との申し出があり、実行委員会、版元に指定された

れんが書房新社と学院の間で交渉・調整が進められました。その際、日仏演劇協会内に編集委員を設け、

「日仏演劇協会編」として、作家・作品・翻訳者の選出を含め責任を一手に引き受ける方針が実行委員会

で決定され、ラコンブ氏の任期である 2013 年度までが出版の目安として据えられました。出版後は、フ

ランス関係の公演の場に会員が出向いて販売促進の活動も行っています。アンティスチュ・フランセ東京

とはその後も、2017 年に「パートナーシップ・イベント」を開くなど、コラボレーションの道を常に探

り続けています。 

 

〈全 16 巻刊行順リスト〉 

2010 年 6 月 ワジディ・ムアワッド著『沿岸；頼むから静かに死んでくれ』（山田ひろ美訳）⑬；ミシェル・アザマ著

『十字軍；夜の動物園』（佐藤康訳）⑤ 
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2010 年 12 月 ダヴィッド・レスコ著『破産した男；自分みがき』（奥平敦子訳、佐藤康訳）⑭；オリヴィエ・ピィ著

『お芝居；若き俳優たちへの書翰』（佐伯隆幸訳、齋藤公一、根岸徹郎訳）⑪；ミシェル・ヴィナヴェール著『いつ

もの食事；2001 年 9 月 11 日』（佐藤康訳、高橋勇夫、根岸徹郎訳）② 

2011 年 6 月 フィリップ・ミンヤナ著、ノエル・ルノード著『亡者の家；プロムナード』（齋藤公一訳、佐藤康訳）

④；ジョエル・ポムラ著『時の商人；うちの子は』（横山義志訳、石井惠訳）⑩ 

2012 年 2 月 ジャン=リュック・ラガルス著『まさに世界の終わり；忘却の前の最後の後悔』（齋藤公一訳、八木雅子

訳）⑧；エマニュエル・ダルレ著『隠れ家；火曜日はスーパーへ』（石井惠訳）⑯；コフィ・クワユレ著『ザット・

オールド・ブラック・マジック；ブルー・ス・キャット』（八木雅子訳）⑨ 

2012 年 8 月 エレーヌ・シクスー著『偽証の都市、あるいは復讐の女神たちの甦り』（高橋信良、佐伯隆幸訳）③ 

2012 年 11 月 ファブリス・メルキオ著『ブリ・ミロ ; セックスは心の病いにして時間とエネルギーの無駄』（友谷知

己訳）⑮ 

2013 年 5 月 エンゾ・コルマン著『天使達の叛逆 ; ギブアンドテイク』（北垣潔訳）⑦；ヴァレール・ノヴァリナ著

『紅の起源』（ティエリ・マレ訳）⑥ 

2013 年 6 月 エメ・セゼール著『クリストフ王の悲劇』（尾崎文太、片桐祐、根岸徹郎訳）①；マリー・ンディアイ著

『パパも食べなきゃ』（根岸徹郎訳）⑫ 

 

大学関連イベント 

 

 2000 年代以降の協会主催・協力イベントは、事務局長を務められた佐伯隆幸氏、根岸徹郎氏の所属す

る学習院大学、専修大学、また伊藤洋現会長（演劇博物館第 6 代館長）、当時会員であった藤井慎太郎氏

の所属する早稲田大学を中心に活発化しました。早稲田大学は、21 世紀 COE プログラム「演劇の総合的

研究と演劇学の確立」（2002～2006 年度）、グローバル COE プログラム「演劇・映像の国際的教育研究

拠点」（2007～2011 年度）の事業予算を文部科学省より受け、国内外の演劇研究者、実践家の交流も増加

しました。このグローバル COE の 2007～2008 年度のプロジェクトの一つとして、Christian Biet et 

Christophe Triau, Qu’est-ce que le théâtre ? (Gallimard, 2006) が、佐伯氏の監修の下、日仏演劇協会との

連携で翻訳出版されました（『演劇学の教科書』、国書刊行会、2009 年、訳者 : 穴澤万里子氏、石井惠氏、

小田中章浩氏、片山幹生氏、齋藤公一氏、坂巻康司氏、佐藤康氏、高瀬智子氏、高橋信良氏、千川哲生氏、

長嶋由紀子氏、根岸徹郎氏、藤井慎太郎氏、間瀬幸江氏、八木雅子氏、芳野まい氏、索引作成 : 西樹里氏、

堀切克洋氏）6。2014 年 3 月にはジル・ドゥクレール氏（パリ第 3 大学教授）講演「パトリス・シェロー

演出のラシーヌ悲劇」を早稲田大学演劇博物館（主催）、京都芸術大学と共催しました。 

 また、2008 年 6 月にパリ・オデオン国立劇場芸術監督オリヴィエ・ピィ氏が静岡舞台芸術センター

（宮城聰芸術監督）に招かれ初来日した際は、「学習院大学でピィについて話す会」を佐伯氏、宮城氏、

渡邊敦彦氏を登壇者に SPAC および学習院大学との共催で企画し、翌年 6 月にも専修大学で「劇的想像力

 
6 佐伯隆幸「日本語版監修者のあとがき」『演劇学の教科書』（クリスティアン・ビエ、クリストフ・トリオー著）、国書

刊行会、2009 年 3 月、643～646 頁。 
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の再生は可能か：《イリュージョン・コミック》をめぐって」（パネラー : 鵜山仁氏、横山義志氏）と題し

たターブル・ロンドを主催しています。フランス演劇関係の公演の多い同センターとの関わりも、その文

芸部に所属する横山会員を通じて少なくありません7。 

 

主催イベントの多様化――交流の促進と、会員数増加を目指して 

 

 各会員の積極性を高め、新たな入会者を引きつけることは、協会の存続に欠かせません。そのためには、

協会の活動が盛んであること、とりわけイベントの頻度を上げることが常に実行委員の懸案でした。とは

いえ小規模な組織である日仏演劇協会にとって、大規模な催しを頻繁に主催することは財政的にも人手の

面でも不可能です。創立以来、「演劇講座」や「勉強会」と題された小規模な集りを、シリーズ化したり、

定期的に催すことによって、フランス語圏演劇への理解を深める地道な活動を続けてきました。 

 2010 年前後から、実行委員にも舞踊研究者が含まれるようになり、また演劇分野におけるコンテンポ

ラリーダンスや暗黒舞踏への関心の高まりもあり、イベントの内容も演劇の枠組みを越えて多様化します。

2017 年 2 月、「演劇と美術の交差点 : 象徴主義からベケットまで」を開き、ベケット研究の宮脇永吏氏と

エドゥアール・ヴュイヤールおよび制作座の研究者で国立西洋美術館学芸員の袴田紘代氏を招き、分野越

境的な「クロストーク」を企画しました。会場もそれまでの大学や日仏関係機関と異なり、早稲田に

2016 年にオープンした室伏鴻アーカイブカフェ SHY をお借りしました。SHY は、同年 10 月に開催した

「フランスにおける Butoh をめぐる第一夜」（話し手：古関すま子氏、呉宮百合香氏）でも使用させてい

ただきました。3 月には専修大学を会場にトークイベント「ピナ・バウシュとフランス」と題して、安田

靜氏（日本大学教授）、譲原晶子氏（千葉商科大学教授）の両舞踊研究者を登壇者としてお招きしました。 

また、現在の舞台で活躍する実践家の方から新鮮なお話しをうかがう機会も多く設けました。2016 年 9

月には、演出家トマ・キヤルデ氏を招き「異文化間の共同制作の実際：『MONTAGNE／山』の日仏公演

をめぐって」を観客発信メディア WL と共催（アトリエ新風舎）。フランスに拠点を置く女優・竹中香子

氏をお招きして、「フランスで舞台に立つために必要なこと：フランス語、演劇学校、そしてプロフェッ

ショナリズム」（2017 年 8 月、アンティスチュ・フランセ）を開き、SAPC の公演で空間デザインを担当

した建築家・木津潤平氏からは「アヴィニヨン演劇祭 『マハーバーラタ』『アンティゴネ』の舞台空間を

振り返って」の報告をしていただきました（2017 年 9 月、同上）。2018 年 2 月の文学座公演に合わせ、

翻訳を担当された鵜山仁氏による講演会「フランス喜劇の現在形 : フロリアン・ゼレール『真実』を中心

に」（聞き手 : 秋山伸子氏）を開き、稽古の様子などについても語っていただきました。振付家フィリッ

プ・ドゥクフレが手がけたミュージカル『わたしは真悟』について、株式会社ホリプロ（企画・制作）の

篠田麻鼓氏に、舞踊研究者・越智雄麿氏との対談をお願いしたこともあります（「進化するフィリップ・

ドゥクフレ : これまでの活動の軌跡から『わたしは真悟』まで」、2016 年 10 月、SHY）。 

 
7 横山義志「静岡のオリヴィエ・ピィ」『日仏演劇協会会報 復刊 2 号』、2009 年、8～9 頁；丹治陽、片山幹生「新型コ

ロナ禍のもとでの演劇活動の模索 : SPAC（静岡県舞台芸術センター）の 2020 年」『日仏演劇協会会報 復刊 9 号』、

2021 年、16～19 頁；「演出家ダニエル・ジャンヌトーとの対話」『日仏演劇協会会報 復刊 10 号』、2022 年、17～23 頁。 
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 2014 年度の総会で役員の交替が採決され、名誉会長に渡邊守章氏、会長に伊藤洋氏、副会長に野村万

作氏（再選）、佐伯隆幸氏、事務局長に根岸徹郎氏が就きました。2017 年 1 月に佐伯事務局長が急逝され、

2020 年度より根岸氏に代わり片山幹生氏が事務局長を引き継ぎます。2015 年度と 2019 年度は活動実績

がなく、年会費を次年度に繰り越す決定をしました。2020 年度は、新型コロナウイルス感染拡大の混乱

の中始まり、6 月の総会は初めてのオンライン開催となりました。以降 2 年間、総会、実行委員会（2～3

ヶ月に 1 度）、「演劇講座」（1～4 回）、「勉強会」（2～3 ヶ月に 1 度）、その他講演会や座談会は原則的に

Zoom によるオンラインでの開催となりました。対面でのイベントの再開は、2022 年 1 月の復曲能『鐵

門』（高浜虚子作）上映会（明治学院大学）で、小田幸子氏に作品解題をお願いしました。 

 オンラインでの開催には、参加者同士の交流が難しいという大きなデメリットがありますが、一方で、

海外・地方在住者が参加できること、会場の制限がないこと（時間の延長が可能）、参加の手軽さによる

参加者の増加と多様化など、発見された長所もあります。例えば、2020 年 8 月に、文化庁派遣で渡仏し

た俳優の野口卓磨氏とベルギーの国立演劇学校 INSAS に在籍の近藤瑞季さんを招いて「フランス語圏演

劇留学の実際」と題して催した座談会は、オンラインによって初めて可能となりました。幸い、2022 年

度以降のイベントは対面に戻りつつありますが、オンライン参加も適宜併用しています。実行委員会は、

委員の負担軽減や、遠隔地にいるメンバーのために、引き続きオンラインで開催されています。 

 

ホームページや SNS を通じた発信活動 

 

 2000 年代から、公式ホームページ（https://sfjth.mystrikingly.com/）を中心にインターネット上での発

信活動を始めました。2010 年代に入ると、ブログ、ツイッター、フェイスブックの公式アカウントを立

ち上げ、協会の活動の周知以外にも、フランス語圏演劇の日本での公演情報や、フランス語圏の国で行わ

れる日本の演劇・舞踊の公演情報、関連書籍の出版情報などを発信してきました。また、ホームページ上

に「コラム」欄を設け、オリジナル・コンテンツの充実も図っています。インタビュー（ex. ジュヌヴィ

リエ劇場制作部クリスティン・オリエ氏「職業修士
マ ス テ ー ル ・ プ ロ

の学位を取得し劇場で働くという道」）や書評、公演

評などを通じて、会員の積極的な発信のプラットフォームを提供します。協会主催イベントの開催後には、

会報やホームページ上に報告文を掲載しています。 

 2022 年 3 月 14 日より新たな試みとして、会員による「週報」（毎週月曜日のち隔週）を会員メーリン

グリスト（登録数約 50 名）に配信し始めました。日仏演劇協会は、日仏の演劇交流の促進を目的とする

団体ですが、関心を共にする会員間の出会いと交流をその原動力としています。会員が一堂に集る機会は、

もともと年に一度の総会に限られており、さらに新型コロナウイルス感染拡大以降は集会活動自体が制限

されました。各会員が互いによく知り合い、関心を共有する手段としてこの「週報」を試みています。 

 

協会運営上の課題と解決策の模索 
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 2000 年代以降の協会は、事務局長を中心に十人弱の会員からなる実行委員会により運営されてきまし

た。各委員は、会計・広報・企画・会報・Web 担当等の役職に振り分けられ、2 ヶ月に 1 度ほど開かれる

実行委員会で各業務の進捗状況や課題などについて報告し合い、運営に関わる種々の事柄を合議制で決定

しています。協会の活動が活発になればなるほど、本業や家庭との両立は困難となり、また留学や就職な

ど海外や地方へ居を移すことで途中から委員会に出席できなくなるメンバーも少なくありません。こうし

た現状を受け 2017 年 5 月 13 日、「日仏演劇協会定款」（1977 年規定）が 2005 年以来の改定を見、「実行

委員の任期は 2 年を 1 期とする。再任は妨げないが、再任は連続 2 期（4 年）を原則限度とする」とした

任期制が導入されました。これは、各委員の負担軽減と、委員以外の会員の積極的参加をはかったもので

したが、そもそもの会員母体の少なさやローテーション・システムの不備などもあり、スムーズな入れ替

えが進んでいるとはいえない現状です。以前より委員の流動性は増しているのは事実なので、今後は任を

離れる委員が後任を紹介する慣例をつくるなど、持続可能な体制をつくっていくことを目指します。会員

からの立候補も、継続して呼びかけています。 

 

（『日仏演劇協会会報』編集担当 北原まり子） 

 

 

 

 

会員のみなさまへ 

 

・協会では 2021 年度より「オンライン勉強会」として会員の研究発表の場を設けています。 

・2022 年 3 月 14 日から毎週月曜日（のち隔週）に会員向け ML に、「日仏演劇協会週報」をお届けして

います。実行委員以外の会員の皆様にも投稿をお願いしたいと思っています。週報の内容は身辺雑記、

最近見た芝居について、協会への要望など何でもかまいません。ざっくばらんに 300-400 字程度、何か

書いて頂ければと思います。日仏演劇協会にどんな方が参加されているのか、会員それぞれに知って頂

く機会になればと期待しています。 

・日仏演劇協会では、協会の活動の企画・運営を担う実行委員（任期 2 年）を常時募集しています。 

・以上についてご関心のある方は、以下のアドレスまでメールでご連絡ください。 

office@sfjt.sakura.ne.jp 

 

（日仏演劇協会 事務局）


